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新しい年が幕を開け、今年度も残り３か月となりました。３学期は、１年
間のまとめの時期です。今年度の自分を振り返り、反省点を基に修正して
次の取組をスタートさせましょう。特に、３年生は、卒業後の進路を決定す
るための挑戦が始まります。まさに、今が正念場ともいえます。これまでの
義務教育とは違い、それぞれの夢をかなえるために別々の進路に向けて
歩き出すことになります。また、１・２年生にとっては、この３学期は、次の学
年の０学期と捉えて、準備をすることが大切です。それぞれ、どんな２・３年
生になりたいかをイメージしながら、取り組んでいきましょう。私たち教職
員も生徒の皆さんと共に笑顔あふれる学校づくりに全力で取り組みます。
保護者の皆様には、引き続き、ご理解とご協力をよろしく

お願いします。

今後も感染症拡大が心配です。市内での
感染症拡大はもちろんですが、ひとたび学
校でクラスターが発生した場合には、よう
やく取り戻しつつあるこれまでの「学校の
日常」がストップします。そうならないため
にも引き続き、感染症予防対策をして「学
校での日常」を維持できるように玉造中
全員で取り組んでいきましょう。そのため
にも、ご家庭での対策も併せてお願いしま
す。具体的な行動をどのようにとればよい
かを再確認するために、次の厚生労働省
HPのアドレスまたは QR コードから、ぜひ、
アクセスしてください。併せて、リーバーへ
の登録がまだのご家庭は、登録にご協力
をお願いします。

厚生労働省：市中感染、
家庭内感染はこうして防ごう

https://www.mhlw.go.jp/content/000761088.pdf

生徒の皆さんが「自立」し、社会
に「貢献」できるようになるため
に、授業はもちろん、学校行事や
部活動などこれからもチャレンジ
してほしいことがたくさんありま
す。コロナ禍にあって、「新しい生
活様式」が示され、これまで普通
にできていたことができなかった
り、常識が通用しなかったりする
中で戸惑うこうとも多かったと思
います。
これからの学校生活をどのように
していけばよいのか…実現に向
けた具体的な行動として表れるよ
うにみんなで知恵を出し合い、
「今年ならではの活動」にしてい
きましょう。実現のための方程式
は、「知恵＝知識×熱意＋経験」
です。一人一人が本気になること
（熱意）で不可能に思えることが
可能になると考えています。

ＳＤＧｓ講演会 エルシャラカーニさんと 11/29

人権啓発ポスター最優秀賞受賞 ●●さん 12/4

NHK バーチャル訪問 12/10 伝わるプレゼンデザ

イン講演会 12/16

東京パラリンピック代表選手 12/15
山口凌河さんをお迎えしての講演会

生徒会主催 レクリエーション企画 ドッジボール・フットサル １２／１５・１７・２１

生徒会役員選挙討論会 12/22 生徒会あいさつ運動 クリスマスバージョン 12/24


